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漁業・地域共生策検討状況

法定協議会

（公開）

共生策

検討委員会
（実務者会議に相当）

（公開）
地域振興策・漁業振興策検討

のための関係者会議

（以下、３市漁協会議）

（非公開）

個別のご相談

（非公開）

役割 ：実務者会議決議事項を報告する場※1

開催頻度：年1回
参加者※2：3市長、漁協組合長、各地区運営委員長
根拠 ：再エネ海域利用法

役割 ：実務的・専門的な内容について議論・決議する場
開催頻度：必要に応じて
参加者 ：3市部長クラス、漁協組合長、各地区運営

委員長、内水面・鮭鱒関係者
根拠 ：法定協議会※1

役割 ：実務者会議で決議する事項（地域振興策・漁業振
興策等）について合意形成する場

開催頻度：必要に応じて
参加者 ：3市部長クラス、漁協組合長、各地区運営

委員長、内水面・鮭鱒関係者
設置趣旨 ：合意形成に向けた関係者の自主的な取り組み

役割 ：協議事項を事前に確認・調整する場
開催頻度：必要に応じて
参加者 ：適宜

※1 第5回法定協議会において承認された「今後の協議会の進め方」に基づき、実務者会議以下を「議論」の場、法定協議会を「報告」の場と位置付け。
※2 行政・漁業関係者の参加者に限り記載。以下同様。
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➢ 2024年9月以降、以下の会議体構成により、基金配分に関し検討を実施。
➢ 本日の「共生策検討委員会」は、これまでの議論にて合意に達した事項につき、決議を行う場。
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漁業・地域共生策検討状況

決議事項 詳細

基金配分比率 3市漁協会議での協議の結果、漁業振興策:地域振興策＝7:3に決定。

内水面、鮭鱒
の扱い

漁業振興策分(全体の7割）の中から出捐。

基金出捐までの
意思決定プロセス

2026年度に開催する共生策検討委員会において、初回出捐（2026.11末）
によって各主体が実施する振興策を決定。
2026年度法定協議会では、各主体が実施する振興策を報告。

➢ 本日の決議内容は以下の通り。
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漁業・地域共生策検討状況

事項
現時点での概ねの方針

（今後協議、調整で変更の可能性あり）
備考

基金配分比率 未決分の配分の決定。

具体的施策
第1回基金出捐により実施する具体的な施
策の内容を今後協議。

基金口座
地域振興策分は原則、各自治体口座にて
管理する予定。漁業振興策分は今後協議、
調整。

基金出捐ルール SPCからの基金出捐は施策ごとに実施。

実績報告

「協議会意見とりまとめ」にて求められる基金
の公平性・公正性・透明性の確保のため、
基金口座所有者より法定協で年1回実績
報告を行う。

法定協での報告に向け、口座所有者
にて適切に基金管理を行う。

➢ 2026年11月予定の第1回出捐に向けて、今後協議が必要な事項は以下の通り。



4©2024 Oga Katagami Akita Offshore Green Energy LLC

今後の検討スケジュール等

2025年 2026年

12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

共
生
基
金
関
連

出捐
関連

◆月末
出捐期限

法定
協議会

実務者
会議

2/6 適宜

3市
漁協会議 12/22 適宜

個別
ご相談

【2025年度 3市漁協会議～法定協
協議・決定・報告事項】
①基金配分協議状況
②内水面・鮭鱒取扱い
③初回出捐までの意思決定プロセス

【配分協議フォロー】適宜

【共生施策案について 関係者へご提案・協議】 適宜 ※配分比率決定後

【2026年度 3市漁協会議～実務者会議 協議・
決定事項】
①基金配分決定
②第1回出捐での施策内容 ※第1回出捐は、
2026年度実務者会議での決定を以て行う。
③基金口座
④基金出捐ルール
⑤基金管理ルール

➢ 今後の検討スケジュールは以下の通り。
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